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　介護事業者倒産、人手不足という現場の崩壊が深化して訪問介護を中心とするサー
ビス供給崩壊が現実味を帯びるなか、2026 年 6 月、政府は介護報酬を 1 年前倒しで
臨時改定したが、介護労働者の全産業平均との給与差は 8.3 万円へと拡大している。
介護職員数は、2026 年度時点で約 25 万人、2040 年度時点で約 57 万人の不足が見
込まれる。一方、介護保険料は 2000 年の 2,911 円から 2024 年度には全国平均で
6,225 円台まで上昇した。なお、大阪市では 65 歳以上の介護保険料の基準月額は
9,249 円と指定都市の中でも突出している。
　本誌では、認知症の薬物療法、非薬物療法を繰り返し取り上げてきた。アルツハイ
マー型認知症の進行抑制を謳い文句にするドネペジルなどのコリンエステラーゼ阻害
剤 3 剤とメマンチンは進行抑制に効果がないこと、軽度アルツハイマー型認知症と
軽度認知障害に適応をもつ抗アミロイドβ剤も意味ある介護負担軽減の効果なく害作
用が大きいことを今号で取りあげた。アルツハイマー型認知症の不穏に適応拡大され
たブレクスピプラゾールも害作用のほうが大きく、アルツハイマー型認知症には薬物
療法でなく非薬物療法を主体とすべきである。しかし、非薬物療法の大きな柱となる
介護サービス提供や介護労働者の待遇が深刻さを増している。
　必要な介護サービスが保障され、介護労働者や事業所も労働や事業に見合った収入
が保障されるように、介護を含む高齢者福祉の抜本的改革が求められている。
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表紙のことば：設立当初は「広島県物産陳列館」だった。かつてここに日常があったことを忘れないでおこう。
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